平成23年度９月補正予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 新 架線系作業システム構築事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　木材生産担当　電話番号：058-272-1111（内3015）

　　　　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：650千円
（現計予算額：0千円　補正後予算額：650千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　平成１９年度から健全で豊かな森林づくりプロジェクトに取り組み、一定規模の森林をとりまとめて、高密度に配置した作業道を開設し、車両系高性能林業機械で間伐材を搬出する森林整備に取り組んできた。

　３５度以上の急傾斜地や崩れやすい地質の地域では、作業道を一定以上の密度で開設することが困難なため、タワーヤーダやウインチなど架線系高性能林業機械を利用することとなるが、架線系作業システムが十分確立されていない。
　そこで、県内林業関係者により架線系作業システム研究会（仮称）を立ち上げ、中・長距離集材への対応を図ることにより、木材生産林エリアを拡大し、より一層の木材の安定生産を目指す。
＜研究会での主な検討事項＞
　・近年、国内に導入が始まった高出力な欧州製タワーヤーダ運用に必要な基盤整備及び地形の調査
　・欧州製タワーヤーダ運用に必要な資源量の調査
　・採算性（イニシャルコスト、ランニングコスト）の調査
　・従来型の集材機、ウインチ(単引き）、国産タワーヤーダを利用した作業システムの改善項目の洗い出し
　・作業システム（機械の組合せ、作業方法）の検討
	２　所要経費


（１）架線系作業システム構築事業費　　650
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　・低コスト作業システムを確立し、切捨間伐から利用間伐への移行を図り、効率的な木材生産を促進する。
	２　これまでの取組状況


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	650
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	650

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


